
様式第６号(第２条関係) 

委員会等の会議録 

 

 

１ 会議名 令和６年度 愛南町農林業振興懇話会 

２ 議題 

(１) 農林課事業の施策及び体系等について 

(２) 鳥獣害防止対策について 

(３) 愛媛お手伝いプロジェクトについて 

(４) その他 

３ 開催日時 令和７年３月 25日(火) 14時 00分から 15時 00分まで 

４ 開催場所 愛南町役場本庁 ３階 委員会室１ 

５ 傍聴者数  ０人 

出席者 

６ 委員氏名 
三宅 寿美、善家 華奈子、小野山 かをり、酒井 眞理子、 

河野 仁、清水 広幸、新井 英男 

７ 担当所属 

所属名 農林課、農業支援センター 

担当職員 

(職・氏名) 

課長 松本 仁志 

課長補佐 濵見 学司 

主幹 田村 智之 

８ その他の

出席職員 

所属名  

出席職員 

(職・氏名) 
 

議事内容(次ページから) 

 



発言者 発言内容 

松本課長 

 

 

 

 

 

田村主幹 

 

松本課長 

 

 

濵見課長補佐 

 

松本課長 

 

 

田村主幹 

 

新井委員 

 

 

 

田村主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒井委員 

 

 

田村主幹 

 

 

松本課長 

 

 

田村主幹 

 

(開会挨拶) 

本日の協議事項についての全ての資料の説明が終わりまし

たら、最後に質疑応答、意見交換をお願いしたいと思います。 

それでは、協議事項(１)として、農林課事業の施策状況と体

系等について、事務局から説明をお願いします。 

 

(農林課事業の施策状況と体系等について説明) 

 

 続いて、協議事項(２)として、鳥獣害防止対策について事務

局から説明をお願いします。 

 

(鳥獣害防止対策について説明) 

 

続いて、協議事項(３)として、愛媛お手伝いプロジェクトに

ついて、事務局から説明をお願いします。 

 

(愛媛お手伝いプロジェクトについて説明) 

 

新たに計画されているドローンなどによる防除の費用は、ど

のくらいを想定されていますか。農薬も含めて依頼する場合と

農薬は自分で購入する場合で、助成額に差はありますか。  

 

 現在、町内で行われている無人航空機等による防除の費用に

関して調べたところ、農薬込みでの費用は、10a 当たり大体

3,500 円から 4,000 円までの価格帯で、農薬の費用は約 500 円

程度と認識しています。そのため、農薬を準備している方とそ

うでない方に差がないよう、農薬を除いた費用である 3,000 円

から 3,500 円までの作業料金の、半額から３分の１程度を支援

できるよう 10a 当たり 1,500 円を想定して準備を進めていま

す。 

 

 現在、町内にドローン等の防除が行える業者はどのくらいあ

りますか。 

 

現在、農林課で把握できているのは、ヘリ防除を行う１事業

者とドローン防除を行う１事業者の合計２事業者です。 

 

続いて、その他として、地域計画について事務局から説明を

お願いします。 

  

(その他について説明) 

 



発言者 発言内容 

河野委員 

 

 

 

田村主幹 

 

 

 

 

 

 

河野委員 

 

 

 

松本課長 

 

 

 

 

 

田村主幹 

 

 

 

 

河野委員 

 

 

 

 

松本課長 

 

 

 

 

松本課長 

 

 

委員一同 

 

松本課長 

 今回の地域計画の目標地図に位置付けていない緩傾斜の園

地など、今後地域計画を変更して、登載していく必要は生じま

すか。 

 

 地域の中で今後農地として利用し、維持していく土地である

かどうかが大切になります。その上で、中山間地域等直接支払

交付金など、効率的に維持する農地として目標地図に登載する

ことが要件となる補助事業の活用も視野に、地域で話がまとま

れば、地域計画を変更して事業の採択申請などを行っていくよ

うになります。 

 

 鳥獣による被害は後を絶ちませんが、特に今年は鳥による被

害が多いように感じています、鳥害の軽減への有効な対策はあ

りますか。 

 

 確かに今年は鳥害、特にヒヨドリの被害が多いと認識してい

ます。捕獲など有効な手段が無いのが現状です。なお、町独自

に、ネットなどの資材の購入費も対象に補助事業を行っていま

す。補助金に上限があるので、どうしても個人で小規模に整備

されるようなものになってはいます。 

 

 果樹でしたら、県の補助事業で未来型果樹産地強化支援事業

があります。防風防鳥ネットの整備費用が対象となっています

が、３戸以上で作付規模が３ha 以上、そして事業の受益面積が

15a 以上とやや難しい要件になっています。 

 

 外国人実習生の受入れも行っており、ますます労働力の確保

の重要性は高まってくると考えています。労働力を呼び込むと

なると宿舎施設が必要になると思いますが、どのようにお考え

ですか。 

 

 町で整備している施設はなく、宿泊、滞在場所などアルバイ

ターの方自ら準備していただくしかないのが現状です。今後、

そういった方々を確保しやすい支援策を検討していきたいと

思います。 

 

その他、本日の会全体を通して何か御意見、御質問等ありま

せんか。 

 

(意見なし) 

 

 御意見等ないようですので、以上をもちまして、本日の懇話会の協



発言者 発言内容 

 

 

 

 

田村主幹 

議日程を終了します。 

 委員の皆様におかれましては、本日の会の進行に御協力いただき

ありがとうございました。それでは、事務局にお返しします。 

 

 (閉会) 

 


